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12月 1日(土)　サッポロビール岡山ワイナリーに感謝

　今日は「第 15回マイワイン体験教室」の最終回でした。午前中は、自分の手でボトルに詰めて、
コルク栓をして、キャップシールを取付ける作業をしました。この作業を自分用の 12本分しました。
　午後から、ラベルシールを貼る作業をして完成です。出荷前に検査をする必要があるとのことで、

持ち帰りできませんでしたが、クリスマスまでには配達される予定です。

　品種は、私の一番好きなシャルドネです。今年のワインの出来は、マイワイン体験教室が始まっ

て以来最高ということなので楽しみです。実は、午後からテイスティングの時間が設けられていまし

たが、車で行ったので、試飲することはできませんでした。色を見たり香りを嗅いだりしただけです

が、2017年産と比較して、色づきも良いし、香りも良いと感じました。
　マイワイン体験教室に参加させてもらって、ワイン造りを年間を通じて体験することができて、サッ

ポロビール岡山ワイナリーのスタッフの方には大変感謝しています。これをきっかけに、「黙って

サッポロビール」の男になろうと思います。

12月 2日(日)　忘年会で朝帰り

　昨夕は、高梁市（旧備中町）の朝日堂という処で、中学生時代の同級生と忘年会をしました。此

処は宿泊することができるので、心行く迄飲むことができました。宴会の後で、部屋飲みしていたと

ころ、いつの間にか寝ていました。

　朝飯を食べて、午前 9時頃には帰宅しました。

12月 3日(月)　断捨離して車庫を整理

　昨夜から降り続いた雨は、今朝になって小ぶりになり、今日は一日中霧雨が降ったり止んだりと

いうような天気でした。野良仕事は無理なので、車庫を整理しました。

　何年も使っていないようなものは捨てることにしました。その結果、スピードスプレーヤーと乗用草

刈り機を収納できるようになりました。スピードスプレーヤーのポンプ部の水抜きをして、冬支度し

ました。
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12月 4日(火)　DXCC Mixedで 305をコンファーム

　11月 20日から 30日までのログを LoTWにアップロードしていたところ、DXCC Mixedで 305を
コンファームできました。305エンティティー目は、VP2V/K6NAO British Virgin Islandsでした。
　最近は、朝夕 10MHzのロングパスで欧州、北米と FT8でのQSOを楽しんおり、バンドニューも
そこそこゲットできています。30年程前にWARCバンドが解放された頃、サラリーマンだったので
無線にそれ程時間を割くことができず、冗談交じりに「WARCバンドは老後にとっておきます」と
言っていましたが、まさにその通りになり、この頃存分にアマチュア無線を楽しむことができていま

す。

　CQ WW DX Contest CWやWARCバンドでバンドニューが増えて、Challengeが 1500を超え
1511になりました。Mixedの 305と併せてエンドーズメントを申請しようと思います。
　11月 30日から始めた 1.9MHz帯での FT8で、少しずつではありますが、バンドニューをゲットで
きつつあります。他のバンド違って「聞こえても飛ばない」ようですし、他の人が呼んでいても私に

は聞こえないということが頻繁にあります。受信アンテナを改善する必要がありそうです。
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12月 5日(水)　ピオーネの苗木が入荷

　崖崩れした土砂に埋まったピオーネの樹が枯れたようなので、代わりの苗木を植えるためにお願

いしていたピオーネの苗木が、今日届きました。2年木とは聞いていましたが、確かに一般的な 1
年物の苗木よりも成長していて、大きな苗木です。これがちゃんと活きつけば、1年節約できるわ
けですから貴重な掘り出し物です。

　植える場所の準備は全くしていなかったので、苗木が来たのが 4時前でしたが、急遽ブドウ園に
行って、枯れたブドウの樹の傍に植えました。本来であれば、枯れたブドウの樹を掘り出して、植

える 1月程前から土づくりをして、其処に植えるべきなのでしょうが、急に苗木が来たもので、しか
も明日から冷え込んで天気が下り坂ということなので、とりあえず定植してしまうことにしたのです。

これで活きつくことを祈ります。

12月 6日(木)　ブドウ園の掃除と器フェア

　午前中の早い時間は、未だ雨が降っていなかったので、普通にブドウ園に行って、落葉掻きを

しました。面倒ですが、病害を軽減するために、ブドウの落葉を掻き集めて燃やさねばならないの

です。

　10時頃から雨が降り始めたので、家に戻って雑用をした後、午後から買い物に出かけました。コ
ンベックス岡山で、器フェアが今日から 10日まで開催されているので、妻と一緒に行きました。お
目当ては、普段使いの茶碗です。全国各地の陶磁器が即売されていました。流石に、7000円も
する茶碗には手が出ませんでしたが、目の保養になりました。ついでに、鮎の塩焼きを盛ることの

できる大き目の皿も買いました。
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12月 7日(金)　8バンド分のDXCCとデジタルモードのDXCCを申請

　LoTWでDXCC Challengeが 1500を越えたので、クレジット（確認）の申請をしました。ついでに、
DigitalモードのDXCCと 80mから 10mまでの 8バンド分のDXCCを申請しました。
　ARRLの会員でもないのに、233ドル（約 26300円）も支払ってしまいました。5バンドDXCCや
Challengeのプラック（盾）は未だ申請していませんが、年明けにでも申し込みしようと思います。

12月 8日(土)　仰角ローテータ ERC5Aの取替

　2mEME用アンテナの仰角を制御するためのローテータ ERC5Aを取替工事をしました。今日は
気温が低くて、時折ミゾレ交じりの風が吹く中の工事でした。一人だったらとてもじゃないけどくじけ

てしまう天気でしたが、昨夕、小山OMから電話があり、助っ人に来てくれるという約束を取り付け
たので、「今やらねば何時やる？！」の心意気でやっちまいました。小山さん、背中を押してくれて

本当に有難うございました。

　色々検討した末に、今と同じ新品のローテータを購入して交換するのが良かろうという結論に至

り、二日ほど前に新品が配達済みでした。

　ローテータのコネクタ側を上に取り付けるのはNGだと分かったので、今度はコネクタ側を下向き
に取り付けました。昨日メーカに電話して、相談した結果、コントローラとケーブルの結線を変更す

れば良いこと分かりました。ポテンショメータのホットとコールドを入れ替えて、モータの CWと
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CCW入れ替えれば良いのです。
　取り外したローテータのメカ部は、近日中にメーカに修理依頼する予定です。そうすれば、もう一

つ仰角用ローテータを手に入れることができるのです。430MHz用 EMEアンテナも上げたいし、
10GHzの EME用にパラボラアンテナを上げた時の仰角制御にも使えるかもしれませんので、そ
の時には出番があります。

12月 9日(日)　初雪と初氷

　昨日の昼間は白いものがチラホラしていましたが、夜の内に雪が降って積もったようです。真っ

白とまでは言えませんが、薄っすら雪化粧していました。

　朝から寒かったので、ブドウ園に行って棚下から集めたブドウの葉を燃やしました。今朝は初雪

だけでなく、初氷も出来ていました。氷が張るような日が続くと潅水設備のバルブなどが壊れる恐

れがあるので、パイプの水抜きをしました。

12月 10日(月)　半年振りの猿捕獲

　夏から秋にかけては、山野にエサが豊富に存在するので、捕獲柵を設置していても野猿が入っ

たことはありません。雪が降り、氷が張るようになって、野山の餌が次第に無くなってきたのでしょう。

リスクのあるエサに飛びつたようです。
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　今朝、サルの群れが近くに来ていることが、サルの鳴き声で分かっていましたが、まさか捕獲柵

に入っているとは思っていませんでした。妻と一緒にブドウ園に行って、棚下の落葉を集めていた

ところ、携帯電話に猿が捕獲柵に入ったという連絡がありました。今回は、一度に 3頭も捕れたと
いうのです。月曜日だというのに、猿退治グループ「室納モンキーセブン」のメンバー 7名の内、5
人が集まりました。なんと出席率の良いことでしょう！

　無風で良い天気だったので、野良仕事日和だったのですが、猿退治に 3時間程掛かりました。

捕獲柵の掃除をして、新しいエサを入れて、次回への備えは万全です。夕方には、早速、役場に

届け出に行きました。

12月 11日(火)　WSJT-X 2.0.0 ナウ　アベイラブル

　予告されていたスケジュール通り、WSJT-X 2.0.0がリリースされていたので、早速ダウンロードし

ました。これまでの rc 版（お試し版）とは違って、正式版なので、rc3で経験したような未交信・交信

済の色分けのバグも解消されて、バンド毎に交信済かどうかを即座に識別できることを期待してい

ます。

　しかし、ダウンロードはしたものの、これをインストールするのは躊躇われます。何しろ、WSJT-X 
1.9.xと互換性が無いからです。先日 rc4をインストールして全くデコードできなくなったので、様子

を見てインストールする時期を決定したいと思います。

　FT8という新しいモードは、昨年夏にリリースされて 1年半足らずの間に、ビギナーからベテラン

まで多くのアマチュア局に一気に広まりました。WSJT-X開発チームは、その勢いに乗って、従来

方式と互換性の無い 2.0.0をリリースしたようですが、受け入れられるかどうかは微妙ではないで

しょうか？IP V6なんて、20年経った今でも普及しているとは言い難い状況ですので、これの二の

舞にならないとも限りません。

　私は今日も、10MHz帯で FT8で運用していますが、多くの局がデコードできるので、これらデ

コードできている局は 1.9.1以前のバージョンを使用していると思われます。半分以上の局がデ

コードできなくなって、ダメだこりゃ！とギブアップしたらバージョンアップしなければならないでしょ

う。それまでに、サブのパソコンにインストールしてみるのも手だと思いますが、ログが複数に分断

になるのも嫌だし・・・（今でもラズパイとWindows10　PCの 2つになっていて、マージすることも可

能ですが、毎日そんなことそするのは面倒なので、ラズパイでは 80mバンドだけで運用するように

しています。）　しかし、味見もしたいし・・・でも誰も運用していないとなると、良否の評価もできない

し・・・どうしようか思案中です。
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12月 12日(水)　WSJT-X 2.0.0の使用割合

　いつものように、夕方からアンテナを南東に向けて 10136kHzの FT8をワッチしていました。
QRZ.COMに
WSJT-X v2.0.0 by K1JT released - not compatible to earlier versions!
というスレがあったので、それを読みながらのワッチでした。いつ、V2.0.0をインストールするかに
ついて、喧々諤々、まるで 2チャンネルのスレのようです。アメリカでは既に、v2.0.0を使っている
局の方が多いという書き込みがあったので、実際に、我が家でワッチしたらどうなのか？と思って、

サブのノートパソコンにWSJT-X2.0.0をインストールして、IC-7851のサブ側のACC1 端子に接続

して、同じ周波数をデュアルワッチしてみました。

　次の画像に示すように、0834Zにおける割合は、1.9.1 vs 2.0.0は 20 ｖｓ 4と、1.9.1の利用者が

多いという結果でした。今週末あたりには、また違う比率になるかもしれません。
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12月 14日(金)　ブドウ部会反省会・若狭方面の旅

　昨日から一泊で、JAびほくブドウ部会賀陽支部の反省会ということで、若狭方面にバス旅行をし

てきました。

　昨日は、北前船主の館・船主集落や年縞博物館などを巡り、小浜市内のホテルに宿泊しました。

今日は、箸匠せいわや人道の港敦賀ムゼウムなどを巡り、日本海さかな街で買い物をして帰途に

着きました。

　福井県には、毎年のように鮎釣りに出かけるのですが、今回立ち寄った観光施設はいずれも初

めて訪ねるところばかりでした。

　帰り道で、播但道から山陽道に入る山陽姫路東 IC内で、トラックが横転していて、少し帰宅時間

が遅くなるというハプニングがありましたが、無事に帰宅できました。
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12月 15日(土)　今日もまた土砂搬出作業

　昨日、一昨日とブドウ部会の反省会に出かけていて十分骨休みができたので、今日は野良仕事

です。明日は雨の予報なので、今日中にできるだけのことをしておきたいという一心です。

　昨日から土砂崩れした道路の復旧工事が始まりました。まずは草刈りをして体をウォーミングアッ

プして、それから土嚢に土をつめて、運んで積んで、また詰めてという作業を 3回繰り返して、土

嚢 30 袋を作りました。

12月 16日(日)　WSJT-X 2.0.0でHV0AとQSO

　WSJT-Xのバージョンを 2.0.0にしようかどうしようかと日和見的な態度を続けていましたが、今朝

方HV0A（バチカン市国）が 10131kHzに 2.0.0でQRVしているという情報を見て、即座に 2.0.0イ
ンストールすることに決めました。昨夕、10MHz帯や 1.8MHz帯をワッチして、2.0.0に局が 70%以
上になっているような感じはしていたので、猶更です。

　今朝はウッドペッカーのようなノイズが酷くて、インストール直後は、ビームを EUに向けてもデ
コードできませんでしたが、IC-7851のプリアンプを 1から 2に切り替えるとデコードできました。

DX-Peditionモードだったので、暫く呼んでいると応答がありました。

　HV0Aとは、過去に 21MHz(SSB)と 7MHz(CW)で 2回QSOしたのみで、バンドニュー・モード
ニューでした。このように、QSOしたい局が 2.0.0でQRVしてくれると、2.0.0に移行するモチベー

ションがグッと高まるのでした。
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12月 17日(月)　ERC-5Aを修理

　過日、上下逆向きに取り付けたために、内部に水が入って壊れてしまった仰角ローテータ

（ERC-5A)を修理しました。運賃や工賃を考えると、修理代も馬鹿になりません。ダメ元なのでトラ

イしてみました。

　当初はメーカに修理依頼するつもりでしたが、新品が送られてきた段ボール箱に入れるために

は、角度を約 45°に回す必要があったので、短いケーブルを作って回してみたところ、インジケー

タの表示はともかく、ちゃんと回転したのでモータは正常だと判断しました。となると、ポテンショ

メータを交換すれば良いだけなので、自分で修理を試みることにしたのです。

　最初は、チェーンやギヤを取り外して、RC-5Aと同じ姿にしようと試みましたが、ギヤプラーを

使っても、ギヤがなかなか取り外せなかったので、諦めて、ギヤやチェーンなどを付けたままにして、

裏蓋側を取り外すことにしました。特に問題なく簡単に取り外すことができました。

　開けてみると、思った通り水が入っていて、シャフトやポテンショメータが錆びていました。ポテン

ショメータを取り外すとき、その上に付いているプラスチック製のギヤがなかなか取り外し難くて手

間取りました。

　ポテンショメータは東コス製の RA25Y29SB502で抵抗値は 5kΩです。長年秘蔵していた RC-
5A（不動品）に付いていたポテンショメータは 1kΩでしたが、位置検出機能として使用する分には

何ら問題ない筈だと考えて、それと交換しました。

　交換後、元通りに組立てて試運転したところ、正常に動作するようになりました。良かった、良

かった！！

12月 18日(火)　430MHz用プリアンプの特性評価

　先日ヤフオクで、アンテン製 430MHz帯用プリアンプGRA-720をゲットしました。新品同様という

触れ込みだったので、未使用らしく外観は美品でした。残念ながら、外箱や取扱説明書はありま

せんでしたが、スタンバイや電源供給用の F 型コネクタは付属していました。

　25年程前に購入したアンテン製 50MHz帯用プリアンプGAS-6020が手元にあり、取扱方法は

似たようなものだろうと考えられるので、良しとします。

　電源（DC 13.8V)を接続して、VNA-UHFで周波数特性を測定してみました。製品ラベルには、

Gain 20dB, NF 0.6dBと表示されています。VNA-UHFのポートAに 20dBのアッテネータを接続

して、プリアンプのアンテナ側にフィードします。プリアンプの出力をVNA-UHFのポート Bに接続

して、100MHzから 500MHzをスイープしました。
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　ゲイン最大となる周波数は 425MHzあたりで、このあたりで位相差もゼロになっています。コイル

などをいじれば、共振周波数をバンド内に移動させることができるかもしれませんが、当面、このま

まで使用してみたいと思います。（アンテナが未整備なので、430MHz帯の EMEデビューは未だ
先になりそうです。）

　432MHzでのゲインは 19dBですので、まぁカタログ通りのゲインが得られるているようです。ちな

みに、13.8V 印加時の消費電流は 200mAでした。
　強制スタンバイ方式ですが、最大通過電力は 100W程度だと考えられるので、FT-991Mに接続

して使用する分には、問題ないでしょう。

　電源をOFFにして、周波数特性を測ると全バンドで-20dB（アッテネータの分だけ）になりました。
電源 ON/OFF時にはリレーの動作音がするので、強制スタンバイ端子を使わなくても、受信時に

だけ電源をONにするようにしても使用可能ではないかと思います。

＞＞＞画像　VNA　プリアンプの特性

12月 19日(水)　草刈り

　今更の感がありますが、ブドウ棚下の土砂を運び出すなどという例年にない余分な仕事のため

に後回しになっていた法面の草刈りをしました。

　土砂崩れした道路の復旧工事が本格化しています。今のところ、ブドウ園に重機を入れなくても

工事はできているようです。
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12月 20日(木)　9L1YXJ Sierra Leone

　今朝暗い内から起きて無線小屋に行きました。160mバンドをワッチしていましたが、寒い朝はイ
ンターフェアレンスのために FT8で送信不能だったので、30mバンドにQSYしました。暫くワッチ

していると、9L1YXJというコールサインが見えました。これは珍局だと思って、アンテナを南西から

北西に振ると意に反して信号が弱くなったので、南西に戻してし 10分程コールしてやっとコール
バックがありました。

　彼は 10136+2.758kHzに出ていましたが、1000Hz以下で呼ぶ局には応答していないようだった

ので、2559Hzで暫く呼ぶと応答がありました。ひょっとしたら、彼は 10137kHzにダイヤルを合わせ
ていたのかもしれません。

　9Lは久しぶりだなぁと思ってログを"9L"でパーシャルチェックしてみると、1996年 12月 1日に
14MHzCWで 9L1KAと一度だけQSOしているのを見つけました。LoTWでもこのQSOはコン
ファームできているのでATNOではありませんが、バンドニュー、モードニューで 22年振りに
Sierra Leoneの局とQSOできて、感激ひとしおです。

12月 21日(金)　シャルドネ 1ダース届きました

　昨日の話で恐縮ですが、午前中ピザパーティーの準備をしている時に、12月 1日のマイワイン
体験教室で瓶詰めしたワインが 1ダース配達されました。
　かれこれ、20日程も経過するので、一体どうなっているのか電話して問い合わせしようかと思うく

らい首を長くして待っていたのでした。丁度昨日は、中学校時代の同級生の女子から「ピザパー

ティーに招待してよ！」と言われて 12時半頃からピザパーティーをするために準備していたところ

だったので、タイムリーでした。
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12月 22日(土)　温度測定機能付きのテスター

　RSコンポーネンツという部品屋さんから、コンパクトマルチメータ（品番 123-1938）を購入しました。
最大の特徴は、K 熱電対で温度測定ができるという点です。K 熱電対のプローブもおまけでつい

ていて、お値段はなんと、送料無料で\2,070という安さです。

　電子工作をするとき、テスターは必需品なので、今は秋月電子で購入した安価なものを使用して

います。電流は 200mAmax、電圧は 400Vmaxという仕様で、抵抗値や 13.8Vまでの低い電圧を

測るには問題ありませんが、文字も小さいし、物足りなさを感じていました。123-1398では、電流は
10Amax、電圧は 600Vmaxで、チョットした電子工作物の消費電流を測定するには十分です。

　私は、ピザ窯や炭焼窯の内部の温度を測りたいと思っていて、昨年炭焼窯を製作した時には、

K 熱電対を内壁に仕込みました。熱電対の起電力をデジタルマルチメータで測定して、起電力表

から温度を読み取るというやり方は面倒なので、こんなに安くてK 熱電対で温度測定ができるの

ならばと、飛びついてしまいました。

　試しに、ヤカンでお湯を沸かして沸騰させて、プローブを湯に浸けて温度測定したところ、期待

通り 100℃の表示になりました。ちゃんと冷接点補償もできているようです。

　ちなみに、RS Components UKでは 20ポンド（送料・税別）というお値段で販売されているような

ので、今回購入した価格は破格の安さだと思います。

12月 23日(日)　WSJT-Xで 2波同時受信

　160mバンドで FT8を運用する場合、多くのDX 局とQSOするには、1840kHzで受信し
1908kHzで送信するという方法が一般的です。いわゆるスプリット運用というヤツです。この場合、

送信する 1908Hzのどの周波数スロットを使うかというのが、QSO成功の成否に拘わる問題になり

ます。つまり、送信する周波数スロットに他のQRO 局が出ていれば、自局の電波と混信を起こし、

DX 局側でデコードされないということになりかねません。

　この問題を解決するために、時々 1908kHzを受信して、クリアな周波数スロットを探して送信す

るようにしています。

　2波同時受信できる IC-7851を使っているので、常時 1908kHzを受信して、どの周波数に国内

局が出ているのかとか、どんなDX 局を呼んでいるのかということを把握するようにできれば、もっと

いい結果がでるだろうと思って FT8の 2波同時受信ができるように設定しました。
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　このように設定しておけば、1840kHzと 1908kHzの 2波同時受信だけではなく、10136kHzと
18100kHzというように別のバンドを同時に受信することもできます。

　以下に設定方法を記します。

1)パソコンと IC-7851の接続

　1波（メイン）だけ受信する時には、USBケーブルでパソコンと接続して、USBオーディオコー
ディックでWSJT-Xの変調信号を送受するようにしていました。2波目（サブ）用のオーディオ信号

をやりとりするために、ACC-AのACC1コネクタを利用して、パソコンのMIC-IN/SPK-OUTと接続

します。

2)IC-7851の設定
　ACC SET メニューのACC-A AF/SQL Output Selectを SUBにする
3)2つ目のWSJT-Xインスタンスを作成
　c:\WSJT\wsjtx\binフォルダーを開いて、wsjtx(.exe)からデスクトップにショートカットを作成する。
　作成したデスクトップのショートカットを右クリックして、プロパティーを開き、リンク先の欄の後部に

--rig-name=SUBを追加し、次のようにする。

　C:\WSJT\wsjtx\bin\wsjtx.exe --rig-name=SUB
　作成したデスクトップのショートカットを右クリックして、名前を変更する。（例：WSJT-X SUB）
　この状態で作成したデスクトップをクリックすると、Error Loading LotW Users Dataエラーが出る
ので、これまで使っていたWSJT-Xに施した手法ですが、lotw-user-activity.csvファイルを C:\ユー
ザー\ユーザー名\AppData\Local\WSJT-X-SUBフォルダーにコピーする。（AppDataフォルダー

はデフォルトでは隠しファイル属性なので、表示されるように設定する必要がある。）

　注記：WSJT-XのMAIN側のみで送信するようにしたいと思いますので、SUB側のWSJT-Xに
は CATを設定していません。160mバンドで運用する時には、MAINダイヤルを 1910kHzに、
SUBダイヤルを 1840kHzにして、SPLITボタンを押さないという運用方法も可能ですが、WSJT-X
の SUB側で受信したDX 局のコールサインをWSJT-XのMAIN側に手動で入力する必要がある

ので、手間がかかります。私の場合、160mバンドで一度に多くのDX 局から呼ばれたりすることは

まずないので、こういう運用方法もありだと思いますが、レポートを入力したり、TX1/TX2/TX3の切

替を手動でするというのも面倒なので、どうでしょうか？？？やはり、MAINダイヤルは
1840kHz、SUBダイヤルは 1908kHzにして、SPLITボタンを押して、という従来と同じ運用をしつ

つ、2波同時受信するということにしたいと思います。
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12月 24日(月)　クリスマスプレゼント

　今日、鮎釣りの知り合いから素敵なプレゼントが届きました。私のために作ってくれたというので、

大感激です。木彫りの鮎の飾り物です。冬の間は無線小屋に籠っているので、鮎のことは忘れて

しまいがちですが、これを無線小屋に飾っておけば、冬も鮎と一緒に遊べそうです。

　プレゼントしてくれた方は、名人級の鮎釣り師で、冬の間は木彫りを作っているということです。な

ので、木彫りの鮎は多少デフォルメされているものの、とてもリアルで躍動感があります。

　今年の秋からパソコン教室に通って、Youtubeも始められたとのことで、木彫りの鮎の製作工程な

どのビデオクリップがありました。Youtube「釣師 チャンネル」で観ることができます。ご興味のある

方はどうぞ。

12月 25日(火)　クリスマスイブは月面反射通信

　昨夕から今朝にかけて、6ケ月振りに月面反射通信を楽しみました。私は仏教徒なので、クリス

マスといっても特にイベントはありませんでしたが、16夜ということもありお月見に適した巡り合わせ

でした。12月 24日から 28日にかけては、月面反射通信に適しているというので、宵の内はアンテ
ナを東に向けて北米狙い、明け方はアンテナを西に向けて欧州狙いとダブルチャンスなのです。

　21時過ぎに北米のとある局とトライしてみましたが、不成功に終わりました。その後、長野県の局

とトライしてQSOできました。私にとって#28番目の EMEQSOで、初の日本局でもありました。昨

夜はお酒を飲まなかったこともあり、目が冴えてきたので、その後北米の局 2 局とトライしましたが、

いずれも不成功でした。北米の局の信号は見えるのですが、何しろ私は正味 50WというQRPな
ので、信号が届かないようなのです。

　明け方は 5時頃に起きて、欧州の何局かとトライして 2 局とQSOできました。1 局はドイツの局で、

もう 1 局はスロベニアの局でした。どちらもバンドニュー（エンティティー）ではありませんでしたが、

＃29と＃30の 2mEME初QSOでした。
　EME伝搬の良さを示すDegradationという指標は、昨日よりも今日の方が 1dB高く、年末では一
番良いので、今晩と明日朝も月面反射通信を楽しむ予定です。
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12月 26日(水)　今時のホームページの作り方

　私は、サラリーマンを卒業した年（2011年）に初めてホームページを作りました。何冊かの本を買
い込んで、当時のやり方でなんとかホームページを作りました。できるだけお金を掛けないように

心掛けましたが、独自ドメインを取得して、レンタルサーバを借りたので、今でも年間 5000円程の
維持費が必要です。

　また、HTMLやら CSSやらを使った方法は、プログラミングを経験者ならいざ知らず、素人の方

に勉強してくださいとお勧めできるような代物ではありません。自分でホームページを更新する時

でさえ、あれやこれや方法などを探しまわるという体たらくで、画像を追加するなどという作業は特

に面倒なので、なんとかならないかと思っていたところです。

　とある方から、ホームページを作りたいという相談を受けたので、今時の簡単なやり方とはどんな

ものか探してみることにしました。お金を掛けずに、簡単にできるという条件で、これなら行けそうと

思ったのが、Googleサイトです。私は既にGmailやGoogleChrome、Googleフォトを使っていて、

Googleアカウントを持っています。初めての人でも、これらは全部無料なので、新規登録すれば

良いでしょう。

　ブログと同じように、作業はブラウザで行います。データはすべてクラウド（雲中）に保管されるの

で、パソコンが壊れてもデータは残ります。しかもレンタルサーバーではないので料金は無料です。

Googleサイトは、Googleドライブの機能の一部として取り扱われているようなので、最大 15GBま
で無料という制限があるようです。

　「Google サイト スタートガイド」を見ながら少し試してみましたが、これは簡単です。もしも私がパ

ソコン教室の講師なら、Googleサイトの使って「ホームページはこうやって作るんですよ！」と教え
ることでしょう。簡単に作れるということは簡単に追加や変更ができるということでもあり良いことづく

めです。タッチアンドフィールのユーザインタフェースは今風のものなので、高齢者や小学生でも

ホームページが作れそうです。

　なにはともあれ、表現という観点では「どうやって作るのか」よりも「何が作りたいのか」ということの

方が格段に重要です。作りたい、達成したい・・・という情熱があれば、方法はいくらでもあるので

す。

　Googleサイトでホームページを作るにあたり、次のサイトを参考にしました。

1)「Googleサイト」でハンドメイドの無料ホームページを作る方法
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https://craftwriter-blog.com/google-site/#st-toc-h-7
2)Google サイト スタートガイド

https://gsuite.google.jp/learning-center/products/sites/get-started/#!/

　後で拡張する予定ですが、テスト的に作ってみた私のホームページには、次のURLでアクセス
することができます。このURLにブログや既存のホームページからリンクを張れば、沢山の人に見

てもらえるようになるでしょう。

　https://sites.google.com/view/jh4adk/

12月 27日(木)　仮剪定

　昨日は天気が悪くて一日中家の中にいましたが、今日は朝から晴れていたので野良仕事に出

かけました。やはり、体を動かすのが健康には一番です。

　ブドウ園では仮剪定をしました。坂下と東という 2つの棚の仮剪定が完了しました。残るは、土砂

崩れのあった広田という棚のみです。今日で半分はできたので、あと一日あれば仮剪定は完了し

ますが、明日は冷え込む予報ですし、年末も近くなってきたので、残りは年明けになるかもしれま

せん。ボチボチやります。
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12月 28日(金)　2mEME専用のQSLカード

　クリスマスイブから 2mEMEを再開して 3日程朝晩遊びました。良いコンディションにも拘わらず、

流石に 50W出力では、わずかに 3 局とQSOできたのみです。それでも、2つのニューエンティ
ティーをゲットできました。この貴重な 2つのニューを確実にモノにするためには、昔ながらの方

法・・・即ち、紙のQSLカードを郵送するという方法をとるのが最良のようです。

　私は、平成の大合併後に町名や郡ナンバーが変更された時に、某QSL 印刷会社に依頼して印

刷したQSLカードを現在も大量に保有しています。そのQSLカードには、宛名面には郵便番号

の枠や JARL用のコールサイン枠と共に、QSOデータ等の欄が印刷されていますが、自分のコー

ルサインや名前は印刷されていないので、表と裏を両方見る必要があります。以前から、今度

QSLカードを作る時には、データ面にもコールサインを入れたいと思っていました。
　今年の春に EMEデビューした時のQSOには、そのカードを使いましたが、時間をかけて苦労し
ながらQSOした割には、QSLカードに魂が入っていないなぁ・・・と最近思い始めました。

　そこで、2mEME専用のQSLカードを作ることにしました。OpenOffice Drawを使って、ゴリゴリと
作ってみました。こちらはQSOデータ面です。表面には、何枚かの写真にコールサインを埋め込

んで作る予定です。当面は、現在所有しているQSLカードの裏面に、このQSOデータ面を印刷

した紙を貼り合わせたものを使おうと思います。

12月 29日(土)　「寒くなると送信不能」の怪を探る

　1.9MHz帯用のアンテナにチョークバランを取り付けることで、一旦はインターフェアが治まって、
FT8で幾つかのニューをゲットすることができて喜んでいたのも束の間、寒い朝には必ずと言って
良いほど送信不能になります。

　チョークバランを付ける前は、CWで送信するとパソコンのUSBが切断されるなどのインターフェ

アが出ていたので、それがぶり返したような感じです。以前は FT8は運用していなかったので、

USBが切断されようが構わず送信し続けていましたが、今度はそういう訳には行きません。FT8で
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運用しようにも、USBが切断されると電波がでなくなってしまうのでお手上げです。

　昼間や夕方は問題なく電波が出ます。比較的暖かい朝は問題ありません。送信不能の朝でも、

アンテナの SWRに変化はなく、モードを RTTYにして PTTを押すとアンプのアラームが出ること
もなく、ちゃんと電波がでます。

　一体何が原因なのでしょうか？

　チョークバランでインターフェアが治まったことと、関係がありそうです。つまり、寒い朝にはチョー

クバランが正常に働かないのではないかという仮説を立てました。磁性体にはキュリー温度という

のがありますが、それは温度の高い領域での話です。超電導のように、低い温度・・・しかも

0°C=273Kのような中途半端な温度で磁性が失われるなんて聞いたことがありません。

　しかし、0°近辺では、水分が凝固して霜や氷になります。これが、何か悪さをしているようです。
チョークバランは自作したもので、2個のトロイダルコアに 5D-2Vを直径 150㎜のループで 5回巻
いた形状です。特に防水とかには気を付けていません。ひょっとしたら、トロイダルコアの内側を

通っている 5D-2Vの表面に霜ができて、導通状態になっているために、チョークバランの性能に

何等かの悪影響を与えているのかもしれません。

　ちなみに、問題のチョークバランの製作記事は 2018年 1月 29日のブログに掲載しています。
https://blogs.yahoo.co.jp/hidefnamva/14899131.html

　VNAを使って、実験してみました。先ず、トロイダルコアを貫通しただけのコイルの挿入損失を

測定し、次に、霜が付いた 5D-2Vに見立てた別の導線を同じようにトロイダルコアに通して、その

両端をショートした時の挿入損失に変化があるかどうかを比較しました。

　写真の緑色のワニ口クリップをオープンにした状態が緑色のトレースに、ショートした状態が水色

のトレースに対応します。

　1.9MHzでの挿入損失はオープン時に-4.36dBだったものが、ショート時には-0.58dBに変化し
ました。トロイダルコアを通る導体がショートされていると、チョークコイルとしての性能が劣化するこ

とが分かりました。

　原因を推定することができたので、トロイダルコアを貫通する 5D-2Vの表面に霜が付かないよう

にすれば良いと考えられます。トロイダルコアの外側と同軸ケーブルを覆うように、ビニールテープ

を巻くなどして、対策してみたいと思います。が・・・これから益々寒くなるので、40mのタワーに
登ってテープを巻くなど果たしてできるかどうか？・・・それが問題です。

＞＞＞画像　VNA　減衰量
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12月 30日(日)　モモの剪定

　今朝起きると外は薄っすら雪化粧していました。野良仕事はパスしようかと思っていましたが、9
時頃になるとピカッと晴れてきたので、モモの剪定をしました。

　モモは趣味で作っているので、量よりも作り易さを重視しています。脚立などは一切使用しない

で手が届く範囲で作業ができるように、低く小さく作っています。2本の樹で合計 300個位のモモ

が収穫できれば大満足です。沢山作ろうとすれば、ブドウの世話が忙しい時期に袋掛けが間に合

わない恐れがあるからです。

　量を重視していないので、思い切ってバチバチ剪定しました。枝が沢山あれば、摘蕾や摘花、

摘果などの作業が、その分多くなるので、なるべく楽に作業できるようにしました。

　どの枝をを切るのかというのは、いい加減です。枝を整理することが重要だと素人的に考えてい

るのです。それでも、剪定作業は果樹栽培にとって最も重要な作業だと思います。何もしなかった

らと、まともな果実は得られないでしょう。だからバチバチ切れるのです。

　鋸で切る程の断面積の大きな切断面には、トップジンMペーストを塗っておきました。美味しい

モモができますように！

12月 31日(月)　160mバンド用チョークバランの製作（その 2）

　12月 29日のブログに書いているように、現用中の 160mバンド用アンテナに付けているチョーク
バランの調子が悪いので、タワーに登ってビニールテープを巻こうかと思いましたが、現場では上

手く巻けないかもしれないので、別のチョークバランを作ってみました。

　材料は、以前ヤフオクで落札した TDK製フェライトビーズHF70RH12X15X7.3と 5D-2E同軸
ケーブルです。このフェライトビーズは型名が示すように、内径 7.3㎜、外形 12㎜、長さ 15㎜のも
ので、手元に 800個以上在庫があります。
　このフェライトビーズは、内径が 7.3㎜なので、そのままでは 5D-2E（外皮が PEというだけで 5D-
2Vと同じ）をビーズの中を通すことができません。同軸ケーブルの外皮を剥いて、編組の上に

ビーズを通します。

　1.9MHzおける挿入損失は、ビーズ 20個で-14.7dB、30個で-17.8dB、40個で-20.2dBという結
果になりました。ビーズ 40個で、長さは 60㎝にもなりました。
　ビーズ同志を密着させた方が良いと思って、一応セロテープで止めましたが、挿入損失に大き
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な差異はありませんでした。防水のために、ビーズの上に自己融着テープを巻いて、更に、その

上にビニルパイプ（VP16)を被せて、隙間をシリコンでコーキングしました。これなら、氷結しても大
丈夫でしょう。

　ON4UN著 Low Band DXing(5th Ed p.68)によれば、給電線を流れるコモンモード電流を阻止す

るには、最低でも 1000Ω以上のインピーダンスが必要だそうです。50Ωの線路インピーダンスで

は、1000Ωは-26dBに相当しますが、このチョークバランだと、-26dBになるのは 7MHz帯以上で
す。ちょっと役不足かもしれませんが、現用のチョークバランの挿入損失は-20dBですが、なんと
かパソコンのUSB へのインターフェアは止まっているので、それなりの効果はあるのでしょう。

　（便宜上、挿入損失という言葉を使っていますが、両端のインピーダンスが 50Ωに整合しておら
ず、VNAを使ってチョークバランのコモンモードにおける挿入損失が測れるのかどうか疑問なの

で、悪しからず・・・）

　試しに、VNAの Port Aに製作したチョークバランの両端の芯線を接続して、インピーダンスを測

定してみたところ、1.9MHzで z=530＋j922となり、Zmag=1064Ωになっていました。必要とされて
いる 1000Ωを超えているので、これで良しとします。
　ちなみに、ビーズ 40個のチョークバランのコモンモードインピーダンスは、3.5MHzでは
z=1485+j830　Zmag=1701Ω、7MHzでは z=1696-j736　Zmag=1848Ωでした。
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　ビーズの数は多ければ多い程良いというものではないことが上のグラフからわかります。ビーズ

40個の場合、5.4MHz以上の周波数でキャパシティブになるため、ここから上ではインピーダンス

が下がっています。

　ビーズの数とインピーダンス（絶対値）の関係を調べてみました。

　　Zmag＞1000Ωにするには、26個で 1043Ω@3.5MHz、18個で 1075Ω@7MHz、16個で
1027Ω@10MHzとなりました。チョークバランは広帯域だと言われていますが、それを裏付ける結

果が得られました。ただし、ビーズ 40個のチョークバランは 1.9MHzから 7MHzをカバーしますが、
10MHzには適していません。
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